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つご あ い さつ

理事長 �橘木 竜一

 鹿児島県建設技術センターは，県内の地方公共団体の建設行政の円滑かつ能率的な執
行を支援するため，昭和５０年７月に県の出捐により設立され，平成２４年４月には当セ
ンターの事業の公益性が認められ「公益財団法人」へ移行いたしました。

 新・担い手三法の施行により，これまでにも増して発注者としての対応が迫られる中，各
自治体においては技術者の確保がままならない状況が続いております。また，公共工事に
つきましては，担い手不足に加えて，近年の激甚化する災害やインフラの老朽化など，多く
の課題を抱えています。
 このような状況において当センターの存在意義が発揮されるものと考えており，当セン
ターでは，これらの課題に対応するため，

 ①工事費積算業務や工事の施工管理など「公共工事の発注関係事務支援事業」�
 ②施設台帳の電子化や橋梁点検の地域一括発注など「公共土木施設の管理者支援 
  事業」�
 ③県･市町村職員等の研修会や公共事業の広報など「社会資本の整備を担う人材育 
  成等支援事業」�
 ④地域づくり活動や新技術･新工法の研究への支援を行う「建設行政に係る研究・地 
  域活動支援事業」�
の４事業を中心に，県や市町村の建設行政に関する支援機関として，更なる業務の充実に
努めているところです。�
 加えて，各自治体との連携を強化し業務の効率化を図るための総合プラットフォームや，
加速度的に進展するデジタル社会に対応したインフラＤＸの取組についても充実を図っ
て参りたいと考えております。

 今後とも，県や市町村の建設行政に関する支援機関として，当センターに課せられた使
命にしっかり取り組むべく，経営の健全化，職員の意識改革，技術力の向上など，更なる充
実を図ってまいりますので，皆様方のご協力とご支援をよろしくお願いいたします。
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 すべての鹿児島県民が生涯を通じて安心して暮らすことができ，自らの人生やふるさとに夢と誇りを持てる，優し

く温もりのある地域社会を目指し，社会資本の整備及び維持管理並びにそれらを担う人材の育成等の様々な建設行政

に係る支援を行うことなどにより，快適で活力ある生活空間の形成を担う社会資本の品質の確保を図り，もって，広

く県民の福祉の増進に寄与することを目的とする。
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道路，河川，港，ダム等の「土木施設」や「人と建設のつながり」をテーマに，カメラをとおして新たな魅力を引き出してもらう

ことを目的に実施しています。






